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５
月
21
日
・
24
日
・
25
日
に
、

中
央
公
民
館
・
香
美
市
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
（
香
北
町
）
・
奥
物
部

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
各
会
場
で
、

令
和
４
年
度
香
美
市
行
政
連
絡
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

184(

土
佐
山
田
121
・
香
北
39
・

物
部
24)

あ
る
自
治
会
の
う
ち
116

人
の
自
治
会
長
が
出
席
し
、
市
か

ら
、
予
算
や
補
助
金
、
移
住
定
住

促
進
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
（
抜
粋
）

に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

お
お
あ
ざ

じ
ょ
ば
つ

こ
あ
ざ

　

新
市
長
に
な
っ
て
の
市
の
目

標
、
優
先
取
り
組
み
項
目
、
５

年
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

　

（
市
長
）
香
美
市
は
、
多
く

の
可
能
性
を
秘
め
た
ま
ち
で
あ

り
、
ア
イ
デ
ア
や
知
恵
を
持
っ

た
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
口
減

少
を
克
服
し
、
さ
ら
に
発
展
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の

目
標
に
つ
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
た
め
政
策
集
を
作
成
し
ま

し
た
。
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

伝
統
と
文
化
を
守
り
つ
つ
、
香

美
市
に
住
み
た
い
・
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
引
き
継

ぎ
つ
つ
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
・
知
恵
を
活
か
し
、
新

し
い
取
り
組
み
も
徐
々
に
取
り

入
れ
て
い
き
ま
す
。

問答
依
光
新
市
長
の

５
年
ビ
ジ
ョ
ン
は

え
て
い
ま
す
。

県
道
宮
ノ
口
深
淵
線
に
つ
い
て 

　

ル
ー
ト
等
の
検
討
課
題
も
あ

り
、
現
在
進
ん
で
い
な
い
状
況

で
す
。
今
後
、
神
母
ノ
木
地
区

な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
絶

対
必
要
な
路
線
の
た
め
、
県
に

要
望
を
行
い
、
今
ま
で
以
上
の

協
力
体
制
で
進
め
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　　　

山
間
部
の
林
道
・
市
道
の
側

溝
に
木
の
枝
や
葉
が
つ
ま
り
、

大
雨
の
時
道
路
に
あ
ふ
れ
、
山

林
や
畑
に
流
れ
込
み
、
災
害
が

起
き
て
い
る
と
い
う
苦
情
が
出

て
い
る
の
で
、
掃
除
を
お
願
い

し
た
い
。

　

ま
た
、
道
路
に
垂
れ
下
が
る

雑
木
の
除
伐
を
お
願
い
す
る
。

　

（
建
設
課
）
ご
指
摘
の
通
り
、

一
部
災
害
等
の
起
因
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
職
員
等
に
よ
る

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
追
い
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
地
域
か
ら
情
報
を
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

　

予
算
等
も
あ
り
、
十
分
な
対

応
が
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
と
協
議
を
行
い
対

応
し
て
い
き
ま
す
。 

　

雑
木
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
所
有
者
に
伐
採
等
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
で

出
来
な
い
場
合
な
ど
、
ま
た
通

行
に
支
障
と
な
る
場
合
は
、
地

域
と
協
議
を
行
い
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　

移
住
者
の
多
く
は
都
市
部
か

ら
来
る
た
め
、
中
山
間
地
で
古

く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
集
落
維

持
活
動
（
水
路
整
備
作
業
等
）

に
つ
い
て
事
前
に
何
の
知
識
も

な
い
た
め
、
単
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
を
強
制
さ
れ
て
い
る
と

解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
当

た
り
前
の
認
識
を
移
住
者
と
共

　

土
佐
山
田
町
○
○
番
地
と
あ

る
表
示
を
誰
も
が
分
か
り
や
す

い
よ
う
、
大
字
・
小
字
を
表
示

し
て
地
区
・
部
落
が
分
か
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

（
市
民
保
険
課
）
土
佐
山
田

町
内
で
字
名
の
な
い
行
政
区
は
、

前
山
、
北
本
町
上
１
丁
目
、
北

本
町
１
丁
目
か
ら
３
丁
目
、
北

組
西
、
中
組
、
南
組
、
古
町

１
・
２
丁
目
、
黒
土
２
号
、
県

住
で
、
令
和
４
年
３
月
末
現
在
、

２
２
４
３
世
帯
で
す
。
一
般
的

に
大
字
や
小
字
の
有
無
や
名
称

に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
統
一

の
基
準
や
、
明
確
な
変
遷
の
経

緯
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
区
域
名
や
長
く
地
域
の

方
に
使
わ
れ
て
い
る
名
称
が
住

所
と
一
緒
で
な
い
た
め
、
わ
か

り
に
く
い
住
所
が
あ
り
ま
す
が
、

自
身
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な

る
免
許
証
や
通
帳
等
各
種
の
住

所
変
更
手
続
き
も
含
め
、
住
居

表
示
実
施
に
よ
り
、
住
所
が
変

更
と
な
る
場
合
に
伴
う
影
響
を

考
え
る
と
、
現
在
の
と
こ
ろ
は

こ
の
ま
ま
で
お
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
新
た
に
住
居
表
示
区

域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

や
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
な
ど
を
慎
重
に
検
討
し
、

総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　

合
併
以
前
か
ら
各
町
村
長
・

住
民
は
国
道
１
９
５
号
バ
イ
パ

ス
（
土
佐
山
田
町
北
本
町
～
同

町
杉
田
）
の
早
期
供
用
開
始
を

切
望
し
て
き
た
。
一
部
は
工
事

に
着
手
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

新
市
長
と
し
て
若
い
力
、
強
力

な
指
導
力
で
、
県
市
一
丸
と
な

っ
て
懸
案
の
早
期
解
決
を
お
願

い
し
た
い
。

　

ま
た
、
工
科
大
学
東
北
詰
で

中
断
し
て
い
る
県
道
に
つ
い
て

も
、
先
の
計
画
ど
お
り
に
杉
田

橋
北
詰
に
連
結
完
成
を
併
せ
て

要
望
す
る
。

　

（
建
設
課
）

山
田
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て 　

昨
年
度
か
ら
、
佐
野
工
区
の
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。
用
地
等

の
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
進

捗
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で

以
上
に
県
と
協
力
し
、
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

問

問

答

答

土
佐
山
田
町
の

住
居
表
示
に
つ
い
て

側
溝
の
掃
除
と

雑
木
の
除
伐
を

問

問 答

答

　
　

行
政
連
絡
会　

　
　
　

行
政
連
絡
会　

ー
質
疑
応
答
抜
粋
ー

ー
質
疑
応
答
抜
粋
ー

行
政
連
絡
会　

ー
質
疑
応
答
抜
粋
ー

有
す
る
た
め
、
資
料
作
り
や
意

見
交
換
の
機
会
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

（
定
住
推
進
課
）
市
の
空
き

家
バ
ン
ク
の
利
用
者
の
方
に
は
、

空
き
家
を
内
覧
い
た
だ
く
前
に

必
ず
、
自
治
会
等
に
参
加
い
た

だ
く
こ
と
と
、
自
治
会
の
行
事

に
は
参
加
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
了

承
い
た
だ
い
た
上
で
内
覧
し
、

気
に
入
っ
た
物
件
が
あ
れ
ば
購

入
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
流
れ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
居
住
す
る
前
に
は
必

ず
自
治
会
長
（
班
長
の
場
合
も

あ
り
）
と
面
談
す
る
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
の
面
談
の
際

に
、
自
治
会
ご
と
の
年
会
費
や
、

行
事
ご
と
を
説
明
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▶
移
住
相
談
会
の
様
子
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新市⻑の考える３つの柱
人 づくり　― 人が輝く香美市 ―

行政連絡会

絆 づくり　― 多様な人と地域がつながる香美市 ―

夢 づくり　― 新しい価値を創造する香美市 ―

小中高校大学はもちろん、社会人の方にも新しい図書館等を通じて学んでいけ

るようにしたい。

市役所職員、特に若手職員の研修等を通じて能力向上を図り、その結果として

市民サービスの向上につなげる。

コロナ禍で人と人との触れ合いができなくなっている現状から、夏祭りや敬老

会を通じてウィズコロナ時代を見据えて住民の皆さんの交流を推進したい。 

香美市の農産物や工業製品などの販売、観光地へ来ていただくことで、市外・

県外の方々との交流を進めたい。トップセールスを積極的に行う。

工科大との連携等を通じて、色々なチャレンジを行う先進的なまちにしたい。

来場者が安心して屋外施設を楽しめるように施設の磨き上げを実施する。

移
住
者
に
集
落
維
持
活

動
へ
の
参
加
を

国
道
１
９
５
号
の

早
期
供
用
開
始
を

特集


